
(57)【要約】

【課題】本発明はケーブル制振方法に関し、ケーブルに

あらゆる方向から風が吹いても、レインバイブレーショ

ンが発生しないようにすることが課題である。

【解決手段】定着部間に架設され引張材と該引張材を被

覆する保護管とでなるケーブルが風により振動するのを

防止するケーブル制振方法において、前記保護管１の外

周面１ａに、該保護管の長手方向に沿って連続した突起

を設け、且つ、当該保護管の周方向に適宜間隔をおいて

前記突起２を設けることで制振させるケーブル制振方法

である。

【選択図】図１

JP 2005-155286 A 2005.6.16



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 定 着 部 間 に 架 設 さ れ 引 張 材 と 該 引 張 材 を 被 覆 す る 保 護 管 と で な る ケ ー ブ ル が 風 に よ り 振
動 す る の を 防 止 す る ケ ー ブ ル 制 振 方 法 に お い て 、
　 前 記 保 護 管 の 外 周 面 に 、 該 保 護 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 連 続 し た 突 起 を 設 け 、 且 つ 、 当 該
保 護 管 の 周 方 向 に 適 宜 間 隔 を お い て 前 記 突 起 を 設 け る こ と で 制 振 さ せ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る ケ ー ブ ル 制 振 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 定 着 部 間 に 架 設 さ れ 引 張 材 と 該 引 張 材 を 被 覆 す る 保 護 管 と で な る ケ ー ブ ル が 風 に よ り 振
動 す る の を 防 止 す る ケ ー ブ ル 制 振 方 法 に お い て 、
　 前 記 保 護 管 の 外 周 面 に 、 該 保 護 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 不 連 続 な 直 線 状 の 突 起 を 設 け 、 且
つ 、 当 該 保 護 管 の 周 方 向 に 適 宜 間 隔 を お い て 前 記 突 起 を 設 け る こ と で 制 振 さ せ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る ケ ー ブ ル 制 振 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
  突 起 は 、 保 護 管 の 周 方 向 に お い て 、 該 突 起 に お け る 不 連 続 部 分 が 隣 接 す る 突 起 の 不 連 続
部 分 と 位 置 的 に 重 な ら な い よ う に 千 鳥 配 置 に し て 配 設 さ れ て い る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ケ ー ブ ル 制 振 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 定 着 部 間 に 架 設 さ れ る 引 張 材 を 被 覆 す る 保 護 管 に お い て 、
前 記 保 護 管 の 外 周 面 に 、 該 保 護 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 連 続 し 、 且 つ 、 当 該 保 護 管 の 周 方 向
に 適 宜 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 突 起 が 設 け ら れ て い る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 保 護 管 。
【 請 求 項 ５ 】
　 定 着 部 間 に 架 設 さ れ る 引 張 材 を 被 覆 す る 保 護 管 に お い て 、
前 記 保 護 管 の 外 周 面 に 、 該 保 護 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 不 連 続 な 直 線 状 で 、 且 つ 、 当 該 保 護
管 の 周 方 向 に 適 宜 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 突 起 が 設 け ら れ て い る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 保 護 管 。
【 請 求 項 ６ 】
　 突 起 は 、 保 護 管 の 周 方 向 に お い て 、 該 突 起 に お け る 不 連 続 部 分 が 隣 接 す る 突 起 の 不 連 続
部 分 と 位 置 的 に 重 な ら な い よ う に 千 鳥 配 置 に し て 配 設 さ れ て い る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 保 護 管 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 斜 張 橋 の ケ ー ブ ル や そ の 他 一 般 の 新 設 又 は 既 設 の 架 設 ケ ー ブ ル に お
け る ケ ー ブ ル 制 振 方 法 と そ の 保 護 管 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 斜 張 橋 ６ に お け る ケ ー ブ ル ７ 若 し く は そ の 他 一 般 の
屋 外 に 架 設 さ れ る ケ ー ブ ル は 、 腐 食 に よ っ て 切 断 さ れ る の を 防 止 す る た め 、 鋼 線 束 の 引 張
材 ８ に 防 錆 材 １ ０ を 介 し て ポ リ エ チ レ ン （ Ｐ Ｅ ） 等 の 合 成 樹 脂 製 保 護 管 ９ で 被 覆 し て 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 ケ ー ブ ル ７ は 、 車 両 走 行 時 や 地 震 時 、 あ る い は 強 い 風 を 受 け て 振 動
し て 疲 労 し 、 当 該 ケ ー ブ ル の 強 度 が 早 期 に 低 下 す る と 言 っ た 問 題 点 が あ る 。 こ れ ら の 振 動
の う ち 、 特 に 顕 著 な 振 動 は 、 風 雨 に よ る レ イ ン バ イ ブ レ ー シ ョ ン と い わ れ る 振 動 の 発 生 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 レ イ ン バ イ ブ レ ー シ ョ ン は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 雨 水 １ １ が ケ ー ブ ル の 底 面 に 沿 っ
て 流 れ る 水 道 １ １ ａ を 作 り 、 こ れ が 前 記 保 護 管 ９ の 外 面 を 異 形 に し 、 水 平 風 に よ っ て 揚 力
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を 発 生 さ せ 、 い わ ゆ る ギ ャ ロ ッ ピ ン グ 現 象 を 起 こ す こ と に よ っ て 、 振 動 す る も の で あ る 。
こ の よ う な ケ ー ブ ル の 振 動 を 防 止 す べ く 、 前 記 保 護 管 ９ に お い て 、 そ の 頂 部 に 凸 部 を 設 け
、 底 部 に 凹 部 を 設 け た も の が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ２ － １ ７ ２ ８ １ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 前 記 ケ ー ブ ル ７ に 対 し て は 、 水 平 風 ば か り で な く 、 色 々 な 角 度 で ケ ー ブ ル に 向
か っ て 風 が 吹 く の で 、 水 平 風 に し か 制 振 作 用 が 発 揮 さ れ な い と い う 課 題 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 架 設 の ケ ー ブ ル に 対 し て 、 全 方 向 の 風 に 対 し て 制 振 作 用 が
発 揮 さ れ る 保 護 管 に な っ て い な い 点 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る ケ ー ブ ル 制 振 方 法 の 要 旨 は 、 定 着 部 間 に 架 設 さ れ 引 張 材 と 該 引 張 材 を 被 覆
す る 保 護 管 と で な る ケ ー ブ ル が 風 に よ り 振 動 す る の を 防 止 す る ケ ー ブ ル 制 振 方 法 に お い て
、 前 記 保 護 管 の 外 周 面 に 、 該 保 護 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 連 続 し た 突 起 を 設 け 、 且 つ 、 当 該
保 護 管 の 周 方 向 に 適 宜 間 隔 を お い て 前 記 突 起 を 設 け る こ と で 制 振 さ せ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 定 着 部 間 に 架 設 さ れ 引 張 材 と 該 引 張 材 を 被 覆 す る 保 護 管 と で な る ケ ー ブ ル が 風 に
よ り 振 動 す る の を 防 止 す る ケ ー ブ ル 制 振 方 法 に お い て 、 前 記 保 護 管 の 外 周 面 に 、 該 保 護 管
の 長 手 方 向 に 沿 っ て 不 連 続 な 直 線 状 の 突 起 を 設 け 、 且 つ 、 当 該 保 護 管 の 周 方 向 に 適 宜 間 隔
を お い て 前 記 突 起 を 設 け る こ と で 制 振 さ せ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 突 起 は 、 保 護 管 の 周 方 向 に お い て 、 該 突 起 に お け る 不 連 続 部 分 が 隣 接 す る 突 起 の 不
連 続 部 分 と 位 置 的 に 重 な ら な い よ う に 千 鳥 配 置 に し て 配 設 さ れ て い る こ と を 含 む も の で あ
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 保 護 管 の 要 旨 は 、 定 着 部 間 に 架 設 さ れ る 引 張 材 を 被 覆 す る 保 護 管 に お い て 、 前
記 保 護 管 の 外 周 面 に 、 該 保 護 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 連 続 し 、 且 つ 、 当 該 保 護 管 の 周 方 向 に
適 宜 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 突 起 が 設 け ら れ て い る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 定 着 部 間 に 架 設 さ れ る 引 張 材 を 被 覆 す る 保 護 管 に お い て 、 前 記 保 護 管 の 外 周 面 に
、 該 保 護 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 不 連 続 な 直 線 状 で 、 且 つ 、 当 該 保 護 管 の 周 方 向 に 適 宜 間 隔
を お い て 配 置 さ れ た 突 起 が 設 け ら れ て い る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 突 起 は 、 保 護 管 の 周 方 向 に お い て 、 該 突 起 に お け る 不 連 続 部 分 が 隣 接 す る 突 起 の 不
連 続 部 分 と 位 置 的 に 重 な ら な い よ う に 千 鳥 配 置 に し て 配 設 さ れ て い る こ と を 含 む も の で あ
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の ケ ー ブ ル 制 振 方 法 は 、 ケ ー ブ ル に お け る 保 護 管 の 外 周 面 に 、 該 保 護 管 の 長 手 方
向 に 沿 っ て 連 続 し た 突 起 を 設 け 、 且 つ 、 当 該 保 護 管 の 周 方 向 に 適 宜 間 隔 を お い て 前 記 突 起
を 設 け る こ と で 、 ケ ー ブ ル に 対 し て あ ら ゆ る 方 向 か ら 風 が 吹 い て も 、 ケ ー ブ ル の 外 面 を 異
形 に す る 雨 水 の 道 が で き な い こ と で 、 制 振 作 用 が 発 揮 さ れ る よ う に な る と 言 う 優 れ た 効 果
を 奏 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 保 護 管 の 外 周 面 に 、 該 保 護 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 不 連 続 な 直 線 状 の 突 起 を 設 け 、
且 つ 、 当 該 保 護 管 の 周 方 向 に 適 宜 間 隔 を お い て 前 記 突 起 を 設 け る こ と で 、 上 記 と 同 様 に 制
振 作 用 が 発 揮 さ れ る も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
  更 に 、 突 起 は 、 保 護 管 の 周 方 向 に お い て 、 該 突 起 に お け る 不 連 続 部 分 が 隣 接 す る 突 起 の
不 連 続 部 分 と 位 置 的 に 重 な ら な い よ う に 千 鳥 配 置 に し て 配 設 さ れ て い る こ と で 、 制 振 作 用
が 発 揮 さ れ る と 共 に 、 保 護 管 の 軽 量 化 に も な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 保 護 管 に よ れ ば 、 定 着 部 間 に 架 設 さ れ る 引 張 材 を 被 覆 す る 保 護 管 に お い て
、 前 記 保 護 管 の 外 周 面 に 、 該 保 護 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 連 続 し 、 且 つ 、 当 該 保 護 管 の 周 方
向 に 適 宜 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 突 起 が 設 け ら れ て い る の で 、 ケ ー ブ ル に 対 し て ど の 方 向
か ら 風 が 吹 い て も 、 制 振 作 用 が 発 揮 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 定 着 部 間 に 架 設 さ れ る 引 張 材 を 被 覆 す る 保 護 管 に お い て 、 前 記 保 護 管 の 外 周 面 に
、 該 保 護 管 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 不 連 続 な 直 線 状 で 、 且 つ 、 当 該 保 護 管 の 周 方 向 に 適 宜 間 隔
を お い て 配 置 さ れ た 突 起 が 設 け ら れ て い る の で 、 ケ ー ブ ル に 対 し て ど の 方 向 か ら 風 が 吹 い
て も 、 制 振 作 用 が 発 揮 さ れ る 。
　 更 に 、 突 起 は 、 保 護 管 の 周 方 向 に お い て 、 該 突 起 に お け る 不 連 続 部 分 が 隣 接 す る 突 起 の
不 連 続 部 分 と 位 置 的 に 重 な ら な い よ う に 千 鳥 配 置 に し て 配 設 さ れ て い る の で 、 制 振 作 用 が
発 揮 さ れ る と 共 に 、 保 護 管 の 軽 量 化 に も な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 を 、 保 護 管 の 長 手 方 向 に 連 続 し て い て 周 方 向 に も 適 宜 間 隔 で 突 起 を 設 け た
こ と で 、 風 が ど の 方 向 か ら ケ ー ブ ル に 吹 い て も 制 振 作 用 が 発 揮 さ れ る よ う に 実 現 し た 。 同
様 に 、 保 護 管 の 長 手 方 向 に 不 連 続 な 突 起 で も 同 様 に 実 現 し た 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 保 護 管 １ の 平 面 図 、 図 ２ は 断 面 図 で あ る 。 前 記 保 護 管 １ の 外 周 面
１ ａ に 、 該 保 護 管 １ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 連 続 し 、 且 つ 、 当 該 保 護 管 １ の 周 方 向 に 適 宜 間 隔
α を お い て 配 置 さ れ た 複 数 の 突 起 ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 保 護 管 １ を 成 形 す る に は 、 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン （ Ｐ Ｅ ） 製 の 合 成 樹 脂 管 を 引 き 抜
き 法 に よ り 、 肉 厚 は ５ ｍ ｍ 程 度 で 長 さ が ４ ～ ５ ｍ 程 度 に 一 体 成 形 す る 。 な お 、 こ れ に 限 ら
ず 、 前 記 突 起 ２ を 別 体 で 成 形 し て 、 前 記 保 護 管 １ に 溶 着 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 保 護 管 １ を 、 定 着 部 間 に 新 設 さ れ る 引 張 材 に 被 覆 し 、 隣 接 す る 保 護 管 を 熱 溶 着 等 の
手 段 で 首 尾 連 接 し て カ バ ー す る 。 な お 、 既 設 の 架 設 ケ ー ブ ル に お け る 、 引 張 材 に 前 記 保 護
管 １ を 被 覆 さ せ る 場 合 に は 、 例 え ば 、 当 該 保 護 管 １ を ２ 分 割 し た も の を 成 形 し 、 そ の 周 方
向 の 端 部 に 係 合 片 等 を 設 け る よ う に す る 。 こ の ２ 分 割 さ れ た 保 護 管 １ で 、 既 設 の 引 張 材 に
上 下 方 向 若 し く は 左 右 方 向 か ら 被 せ て 前 記 係 合 片 を 係 合 さ せ て 筒 状 の 保 護 管 １ を 組 立 て 、
カ バ ー す る よ う に す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
  こ の よ う に 、 前 記 複 数 の 突 起 ２ を 有 す る 保 護 管 １ を 引 張 材 に 被 覆 さ せ た 架 設 ケ ー ブ ル は
、 雨 が 降 っ て も 突 起 ２ に 邪 魔 さ れ て 雨 水 が 周 方 向 に 流 れ て 保 護 管 １ の 底 面 に 到 達 す る こ と
が で き ず 、 該 底 面 に 雨 に よ る 道 が 形 成 さ れ な い 。 よ っ て 、 こ の 保 護 管 １ に よ り 、 あ ら ゆ る
方 向 か ら 風 雨 が 吹 い て も ギ ャ ロ ッ ピ ン グ 現 象 が 生 じ ず 、 レ イ ン バ イ ブ レ ー シ ョ ン が 発 生 し
な い も の で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 ケ ー ブ ル 制 振 作 用 が 発 揮 さ れ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 保 護 管 ３ は 、 そ の 平 面 図 で あ る 図 ３ に 示 す よ う に 、 定 着 部 間 に 架 設 さ れ る
引 張 材 を 被 覆 す る 保 護 管 ３ に お い て 、 前 記 保 護 管 ３ の 外 周 面 ３ ａ に 、 該 保 護 管 ３ の 長 手 方
向 に 沿 っ て 不 連 続 な 直 線 状 で 、 且 つ 、 当 該 保 護 管 ３ の 周 方 向 に 適 宜 間 隔 を お い て 配 置 さ れ
た 不 連 続 な 突 起 ４ が 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 突 起 ４ は 、 保 護 管 ３ の 周 方 向 に お い て 、 該 突 起 ４ に お け る 不 連 続 部 分 ５ が 隣 接 す る
突 起 ４ の 不 連 続 部 分 ５ と 位 置 的 に 重 な ら な い よ う に 千 鳥 配 置 に し て 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 不 連 続 な 突 起 ４ に よ り 、 雨 水 が 直 ち に 底 面 に 向 か っ て 周 方 向 に 流 れ ず 、 斜 め 状 態 に
架 設 さ れ て い る 保 護 管 ３ の 上 側 外 周 面 を 伝 っ て 下 方 向 に 流 れ 、 一 部 は 不 連 続 部 ５ か ら 底 面
に 向 か っ て 複 雑 に 曲 折 し な が ら 流 れ る 。 こ の 保 護 管 ３ の 底 面 に 一 様 な 水 道 が 形 成 さ れ な い
の で 、 ギ ャ ロ ッ ピ ン グ 現 象 が 生 じ ず 、 ケ ー ブ ル 制 振 作 用 が 発 揮 さ れ る 。 ま た 、 不 連 続 部 分
５ が 周 方 向 に お い て 位 置 的 に 重 な っ て い な い の で 、 風 が 保 護 管 ３ の 外 周 面 を 一 様 に 吹 き 抜
け ず 、 必 ず 千 鳥 配 置 の 突 起 ４ に 衝 突 す る こ と に な っ て 、 揚 力 が 生 じ な い も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 前 記 実 施 例 １ ， ２ に お け る 突 起 ２ ， ４ の 断 面 形 状 は 、 矩 形 状 断 面 に 限 る も の で は
な く 、 台 形 状 断 面 ， 三 角 形 状 断 面 ， 頂 部 が 弧 状 に し て あ る 矩 形 状 ・ 台 形 状 ・ 三 角 形 状 の 断
面 ， 更 に 、 こ れ ら に お い て 側 面 が 弧 状 に な っ て い る 断 面 ， 等 に 形 成 さ れ る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る ケ ー ブ ル 制 振 方 法 に お け る 保 護 管 １ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 保 護 管 １ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に お け る 保 護 管 ３ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 斜 張 橋 ６ の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ケ ー ブ ル ７ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 レ イ ン バ イ ブ レ ー シ ョ ン を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ 　 　 保 護 管 、 １ ａ 　 外 周 面 、
　 ２ 　 　 連 続 し た 突 起 、
　 ３ 　 　 保 護 管 、
　 ４ 　 　 不 連 続 な 突 起 、
　 ５ 　 　 不 連 続 部 分 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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